
プ
口
が
語
る
プ
口
フ
工
ツ
シ
ョ
ナ
ル
の
条
件

地
方
創
生
の

旗
振
り
役
を
果
た
す
に
は

斬
新
な
発
想
力
と
情
報
発
信
力
が
不
可
欠
だ

金
丸
弘
美
氏

(食室ジャーナリスト

文

一
白
ハ合
輝
一
一夫

写

真

-
平

山

論

地方倉I

バ
J
J
J
J

規識がポめる

ヂロマ工、、fbaナlレヒは7

金丸弘美氏が考える

地方創生の現場が求める

入物像Sカ条

@ミ事件X"r7¥椋行竺生会経離が豊富ーな人

@惜広¥I人・組織ヒキ震のつながqち毛Tる人

@工也ちの烏均ち伝える，暗殺耗ィ言力m干寺巧主

古
い
地
域
振
興
策
は

も
う
通
用
し
な
い
時
代

地
方
が
抱
え
る
最
大
の
課
題
は
「
人

口
減
少
」
だ
。
地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ

の
人
口
移
動
が
加
速
し
、
少
子
高
齢
化

に
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
そ
の
結

果
、
地
方
の
人
口
は
滅
り
、
そ
の
活
力

は
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
地
方
創
生
の
推

進
役
を
担
う
人
材
に
は
、
従
来
と
異

な
る
発
想
が
求
め
ら
れ
る
と

い
う
の
が
、

「
食
」
と
い
う
切
り
口
で
地
方
を
盛
り
立

て
て
い
る
金
丸
弘
美
氏
の
見
立
て
だ
。

「
今
、
観
光
振
興
策
に
力
を
入
れ
る
地

域
が
増
え
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
多

く
の
地
域
で
は
、
期
待
ほ
ど
の
成
果
が
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金丸弘美氏

「食からの地域再生Jr食育と味覚ワ クシヨンプJ
「地域テザインJをテーマに、執筆活動や、地域

活動のコーディネー卜 ・支援を手がける。内閣官

房地域活性化応援隊地域活性化伝道師、高知県観

光特使などとしても活動

専 門学校が創る 未来

得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
彼

ら
は
も
う
通
用
し
な
い
、
昔
な
が
ら
の

や
り
方
を
続
け
て
い
る
か
ら
で
す」

例
え
ば
、
か
つ
て
地
方
の
ホ
テ
ル
や

旅
館
が
来
客
数
ア

ッ
プ
を
目
指
す
場
合
、

館
内
で
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
た

り、

食

事
の
質
を
高
め
た
り
す
る
の
が

一
宝
刀

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

一
X
4
=
.

き
の
発
想

一
じ
吉
J
と
二
三
-

「
ホ
テ
ル
大
J
L
J
て
主
管
す
る

一fa
-
-て

ど
う
し
て
も
竺
き
ま
す
ご
そ
仁
言

つ

に、

1
泊
2
ヨで
3
一万
巨
ら

4
一広
二
J
3

か
か
っ
て
、

コ
ス
ト
パ
フ
才

l
マ
ン
ス
が

悪
い
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
で
は
、
旅

行
者
、
特
に
若
い
顧
客
層
を
取
り
込

む
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対

し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
な
ど
で
は
街
全
体
で




